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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
１つの伝送帯域を複数のセグメントに分割し、少なくとも１つのセグメントを利用した第
１の変調方式による第１の番組と、前記少なくとも１つのセグメントと異なるセグメント
を利用した第２の変調方式による第２の番組を１つのチャンネルに含むディジタル放送を
受信可能なディジタル放送受信装置であって、
　ディジタル放送を受信する受信手段と、
　受信したディジタル放送の受信感度を検出する感度検出手段と、
　受信したディジタル放送から音声信号と映像信号を再生する再生手段と、
　前記感度検出手段により検出された受信感度が悪化していると判定したとき第１の番組
を選択し、受信感度が良好であると判定したとき第２の番組を選択するように番組の切替
えを行う切替え手段と、
　前記再生手段により再生された音声信号を出力する音声出力手段と、
　前記再生手段により再生された映像信号を出力する映像出力手段と
を有し、
　前記音声出力手段は、
　前記第１の番組の音声ディジタル信号を記憶する第１のバッファと、
　前記第２の番組の音声ディジタル信号を記憶する第２のバッファと、
　前記切替え手段による切替え結果に基づき前記第１のバッファと前記第２のバッファと
を制御するバッファ制御部とを含み、
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　前記切替え手段により第１の番組から第２の番組への切替えが行われる際に、前記バッ
ファ制御部は、第１の番組の音声ディジタル信号が出力された後、第１の番組の音声信号
の再生時間と第２の番組の音声信号の再生時間差に基づき第２のバッファに記憶された第
２の番組の音声ディジタル信号を一定時間高速で読出して音声出力する、
ディジタル放送受信装置。
【請求項２】
前記バッファ制御部は、前記第１および第２のバッファにイネーブル信号を提供し、イネ
ーブル期間中、前記第１または第２のバッファに音声ディジタル信号を蓄積させる、請求
項１に記載のディジタル放送受信装置。
【請求項３】
第１の番組は、ワンセグメント放送による番組であり、第２の番組はフルセグメント放送
による番組である、請求項１または２に記載のディジタル放送受信装置。
【請求項４】
前記第１および第２のバッファは、クロック信号に同期してデータの読み書きが可能であ
り、前記音声出力手段は、前記一定時間、前記クロック信号の周波数を可変することによ
り第２の番組の音声ディジタル信号を通常よりも高速で読み出す、請求項１に記載のディ
ジタル放送受信装置。
【請求項５】
１つの伝送帯域を複数のセグメントに分割し、少なくとも１つのセグメントを利用した第
１の変調方式による第１の番組と、前記少なくとも１つのセグメントと異なるセグメント
を利用した第２の変調方式による第２の番組を１つのチャンネルに含むディジタル放送を
受信可能なディジタル放送受信装置の番組の切替え方法であって、
　ディジタル放送の受信感度が悪化していると判定したとき第１の番組を選択し、受信感
度が良好であると判定したとき第２の番組を選択するように番組を切替えるステップと、
　切替えるステップの切替えに応答して、前記第１の番組の音声ディジタル信号を記憶す
る第１のバッファおよび前記第２の番組の音声ディジタル信号を記憶する第２のバッファ
の出力を切替えるステップと、
　第１の番組の音声ディジタル信号を出力した後に、第１の番組の音声ディジタル信号の
再生時間と第２の番組の音声ディジタル信号の再生時間差に基づき第２のバッファから読
み出された音声ディジタル信号を通常よりも高速で一定時間読み出して音声出力するステ
ップとを有する、番組の切替え方法。
【請求項６】
第１の番組は、ワンセグメント放送による番組であり、第２の番組はフルセグメント放送
による番組である、請求項５に記載の番組の切替え方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ディジタルテレビ放送を受信する機能を備えたディジタル放送受信装置に関
し、特に、主階層放送番組（例えば、フルセグメントを利用した固定受信向けサービスの
番組）と副階層放送番組（例えば、ワンセグメントを利用した移動体／携帯向けサービス
の番組）との切り替え方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　地上ディジタル放送は、１チャンネルの伝送帯域を１３のセグメントに分割し、セグメ
ント単位で異なる変調方式を採用することで、固定受信機向けの放送サービス（いわゆる
フルセグメント放送）と、移動体／携帯端末向けの放送サービス（いわゆるワンセグメン
ト）放送とを同時に送信することを可能にしている。
【０００３】
　図１は、地上ディジタル放送のセグメント構造を示す図である。直交周波数分割多重方
式（以下、ＯＦＤＭと称す）は、周波数軸上に狭帯域の搬送波を複数並べ、各搬送波にデ
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ータを振り分けて伝送するものであり、移動受信時に一部の搬送波の波形が乱れても、そ
の周波数を使用して伝送するデータに誤りが発生するだけで、他の搬送波からのデータに
より補正が可能であり、マルチパス干渉に強い。日本の地上ディジタル放送では、ＯＦＤ
Ｍのスペクトルラムを周波数毎に１３のセグメントに分割し、例えば第１から第６セグメ
ントおよび第８から第１３のセグメントがフルセグメント放送に割り当てられ、これらの
セグメントは、６４直交振幅変調（６４ＱＡＭ）により変調され、第７セグメントがワン
セグメント放送に割り当てられ、ＱＰＳＫ等により変調される。
【０００４】
　ＱＡＭとは、多数の振幅偏移変調を直交位相変調することで、位相変化と振幅変化を組
み合わせた変調方式であり、１シンボル当たりの情報量を多くすることができるため、伝
送効率が良いという利点があるが、高いＣＮ比(Carrier to Noise ratio)が必要となる。
したがって、ＱＡＭ変調を用いたフルセグメント放送は、良好な電波状態でなければ、そ
の番組を視聴することができない。
【０００５】
　他方、位相偏移変調（ＰＳＫ）は、一定周波数の搬送波の位相を変化させることで変調
するものであり、位相の種類を増やすことにより、変調１回当たりの送信するビットを増
やすことができる。特に、ＱＰＳＫとは、１回の変調で２ビットを伝送するものである。
ＱＰＫＳは、ＱＡＭと比較して伝送できる情報量は少ないが、電波状態が悪くＣＮ比が低
い場合でも、情報を伝達でき、ノイズ耐性が高いという利点がある。
【０００６】
　車載用の地上ディジタル受信装置では、受信エリアを広げるため、フルセグメント放送
とワンセグメント放送の双方を自動的に切り替える階層間受信を行っている。つまり、自
車の走行位置や受信環境によって電波状態が異なるため、受信状態が比較的良好な地域で
は、ノイズ耐性の低いフルセグメント放送を受信しこれを高品位にて出力し、受信状態が
悪い地域では、ノイズ耐性の高いワンセグメント放送を受信しこれを出力している。
【０００７】
　特許文献１は、ディジタル放送受信機に関し、ワンセグメント放送とフルセグメント放
送それぞれの放送時間のずれ量を検出し、そのずれ量に相当する期間だけ繰り返す部分の
音声を消去する技術に関する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００８－５２５５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　図２は、従来の地上ディジタル放送受信装置におけるワンセグメント放送とフルセグメ
ント放送の番組の切替え動作を説明する図である。時間期間Ｔ１、Ｔ２、Ｔ３は、ディジ
タル放送の受信感度が悪化している状態「×」を示し、時間期間Ｔ４、Ｔ５、Ｔ６は、受
信感度が良好である状態「○」を示している。地上ディジタル放送受信装置は、受信感度
が良好のときフルセグメント放送を出力し、受信感度が悪化すると、ワンセグメント放送
を出力するような切替え制御を行っている。従って、時間期間Ｔ１、Ｔ２、Ｔ３では、ワ
ンセグメント放送が選択され、時間期間Ｔ４以降にフルセグメント放送に切替えられる。
【００１０】
　ディジタル放送受信装置の設計上、受信したディジタル放送のトランスポート（ＴＳ）
データをデコードして再生を始めるまでの時間は、データ処理の関係上、フルセグメント
放送の方がワンセグメント放送よりも早くなる。すなわち、図２に示すように、フルセグ
メント放送のＴＳデータ「１」は期間Ｔ１で再生されるが、ワンセグメント放送のＴＳデ
ータ「１」は、期間Ｔ２で再生される。以後、フルセグメント放送とワンセグメント放送
の再生時間の差を再生時間差Ｄという。従って、受信感度が悪化している時間期間Ｔ１、
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Ｔ２、Ｔ３で再生されたワンセグメント放送の音声信号は、再生時間差Ｄのために時間期
間Ｔ２、Ｔ３、Ｔ４でそれぞれ音声出力される。時間期間Ｔ４において受信感度が良好に
遷移すると、フルセグメント放送に切替えられるが、時間期間Ｔ４では、再生時間差Ｄの
ためにワンセグメント放送のＴＳデータ３が音声出力される。そして、時間期間Ｔ５にお
いて、フルセグメント放送のＴＳデータ「５」が再生され、これが音声出力されるため、
ＴＳデータ「４」の音飛びが発生してしまう。フルセグメント放送とワンセグメント放送
の番組が同一であるとき、視聴者にとって、映像データのコマが飛ぶことは動画であるが
故に気にならないが、音飛びまたは音切れは気がつきやすく違和感を与えやすい。
【００１１】
　本発明は、このような従来の課題を解決し、番組の切替えにおいて音飛びまたは音切れ
を防止することができるディジタル放送受信装置および番組の切替え方法を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明に係るディジタル放送受信装置は、１つの伝送帯域を複数のセグメントに分割し
、少なくとも１つのセグメントを利用した第１の変調方式による第１の番組と、前記少な
くとも１つのセグメントと異なるセグメントを利用した第２の変調方式による第２の番組
を１つのチャンネルに含むディジタル放送を受信可能であって、ディジタル放送を受信す
る受信手段と、受信したディジタル放送の受信感度を検出する感度検出手段と、受信した
ディジタル放送から音声信号と映像信号を再生する再生手段と、前記感度検出手段により
検出された受信感度が悪化していると判定したとき第１の番組を選択し、受信感度が良好
であると判定したとき第２の番組を選択するように番組の切替えを行う切替え手段と、前
記再生手段により再生された音声信号を出力する音声出力手段と、前記再生手段により再
生された映像信号を出力する映像出力手段とを有し、前記音声出力手段は、前記切替え手
段により第１の番組から第２の番組への切替えが行われるとき、第２の番組の音声信号を
一定時間通常よりも高速で出力する。
【００１３】
　好ましくは前記音声出力手段は、少なくとも第２の番組の音声信号を記憶するメモリを
含み、第１の番組の音声信号が出力された後、前記メモリに記憶された第２の番組の音声
信号を一定時間高速で読出して音声出力する。好ましくは前記音声出力手段は、前記再生
手段による第１の番組の音声信号の再生時間と第２の番組の音声信号の再生時間差に基づ
き前記一定時間を決定する。第１の番組は、ワンセグメント放送による番組であり、第２
の番組はフルセグメント放送による番組である。前記メモリは、クロック信号に同期して
データの読み書きが可能であり、前記音声出力手段は、前記一定時間、前記クロック信号
の周波数を可変することにより第２の番組の音声信号を通常よりも高速で読み出すように
してもよい。
【００１４】
　本発明に係るディジタル放送受信装置の番組の切替え方法は、１つの伝送帯域を複数の
セグメントに分割し、少なくとも１つのセグメントを利用した第１の変調方式による第１
の番組と、前記少なくとも１つのセグメントと異なるセグメントを利用した第２の変調方
式による第２の番組を１つのチャンネルに含むディジタル放送を受信可能であり、ディジ
タル放送の受信感度が悪化していると判定したとき第１の番組を選択し、受信感度が良好
であると判定したとき第２の番組を選択するように番組を切替えるステップと、第１の番
組から第２の番組に切替えられるとき、第２の番組の音声信号をメモリに蓄積するステッ
プと、第１の番組の音声信号を出力した後に、前記メモリから読み出された音声信号を通
常よりも高速で一定時間読み出して音声出力するステップとを有する。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、第２の番組から第１の番組の切替えを行う際に、第１の番組と第２の
番組の音声信号の再生時間差による音飛びまたは音切れを抑制することができる。
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【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】地上ディジタル放送のセグメント構造を説明する図である。
【図２】従来のフルセグメント放送とワンセグメント放送との番組切替えを説明する図で
ある。
【図３】本発明の実施例に係る車載用地上ディジタルテレビ放送受信装置の構成を示すブ
ロック図である。
【図４】図３に示す音声切替処理部の内部構成を示すブロック図である。
【図５】本実施例におけるワンセグメント放送からフルセグメント放送への切替え動作を
示すタイミングチャートである。
【図６】本実施例の受信装置における番組の切替え動作を示すフローチャートである。
【図７】車載用地上ディジタル放送受信装置の他の構成例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の最良の実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。
【実施例】
【００１８】
　図３は、本発明の実施例に係る車載用ディジタルテレビ放送受信装置の構成を示すブロ
ック図である。以後の説明において、「第１」は、ワンセグメント放送を示し、「第２」
は、フルセグメント放送を示すものとする。図３に示すように車載用受信装置１００は、
第１のアンテナ１０２と、第２のアンテナ１０３と、第１のアンテナ１０２に接続された
第１のチューナ１０４と、第２のアンテナ３に接続された第２のチューナ１０５と、第１
のチューナ１０４で受信された信号を復調する第１のＯＦＤＭ復調部１０６と、第２のチ
ューナ５で受信された信号を復調する第２のＯＦＤＭ復調部１０７と、第１および第２の
ＯＦＤＭ復調部１０６、１０７からの信号を合成するダイバーシティ合成部１０８と、受
信したディジタル放送の伝送中に生じる誤りを検出しそれを訂正する誤り訂正部１０９と
、多重化されているストリームデータを分離し、音声ストリーム、映像ストリームおよび
データストリームを得るデマルチプレクサ１１０と、第１の番組の音声ストリームをデコ
ードしディジタル音声信号を再生する第１の音声デコーダ１１１と、第２の番組の音声ス
トリームをデコードしディジタル音声信号を再生する第２の音声デコーダ１１２と、第１
の番組の映像ストリームをデコードし映像信号を再生する第１の映像デコーダ１１３と、
第２の番組の映像ストリームをデコードし映像信号を再生する第２の映像デコーダ１１４
と、データストリームをデコードするデータデコーダ１１５と、第１の番組または第２の
番組の音声信号を切替える音声切替処理部１１６と、第１の番組または第２の番組の映像
信号を切替える映像切替処理部１１７と、音声切替処理部１１６から出力されたディジタ
ル音声信号をアナログ音声信号に変換するＤ／Ａコンバータ１１８と、アナログ音声信号
を出力するスピーカ１１９と、映像切替処理部１１７から出力された映像信号をディスプ
レイに描画するための描画処理部１２０と、ディスプレイ１２１と、制御部１２２と、ユ
ーザからの入力を受け取る入力部１２３とを有する。
【００１９】
　第１および第２のチューナ１０４、１０５は、入力部１２３からのユーザの入力に応じ
て、選択されたチャンネルの周波数の放送信号を受信し、これを第１および第２のＯＦＤ
Ｍ復調部１０６、１０７へ出力する。第１および第２のＯＦＤＭ復調部１０６、１０７は
、受信した信号を復調してトランスポートストリームを生成する。ダイバーシティ合成部
１０８は、第１のＯＦＤＭ復調部１０６からのトランスポートストリームの位相を制御す
る位相器１０８ａおよび位相制御されたトランスポートストリームと第２のＯＦＤＭ復調
部１０７からのトランスポートストリームを合成する合成器１０８ｂを含み、ダイバーシ
ティ合成されたトランスポートストリームを誤り訂正部１０９へ出力する。ダイバーシテ
ィ合成を用いることで受信性能は向上するが、必ずしも必須ではない。
【００２０】
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　誤り訂正部１０９は、トランスポートストリームから受信したディジタル放送の伝送中
の誤り率を算出し、誤り率を示す信号ＢＥＲを制御部１２２へ出力する。制御部１２２は
、誤り率と閾値とを比較し、誤り率が閾値を超えるとき、受信感度が悪化していると判定
し、閾値以下のとき受信感度が良好であると判定する。閾値は、例えば制御部１２２の不
揮発性の書き換え可能なメモリに格納されている。なお、本実施例では、受信感度の判定
に誤り率を用いるが、これ以外にも、第１および第２のチューナ１０４、１０５の受信強
度が監視することで受信感度を判定することも可能である。
【００２１】
　デマルチプレクサ１１０は、入力したトランスポートストリームに多重化されている音
声ストリーム、映像ストリームおよびデータストリームを分離し、それぞれのデコーダ１
１１、１１２、１１３、１１４、１１５へ出力する。ここで、データストリームには、デ
ータ放送用の情報ストリームが含まれ、さらにそこには、ＥＩＴ（Event Information Ta
ble）が含まれている。ＥＩＴには、番組の名称、放送日時、番組内容、番組を識別する
ためのイベントＩＤ等が含まれている。このイベントＩＤをチェックすることで、フルセ
グメントの番組とワンセグメントの番組が同一か否かを判定することができる。
【００２２】
　第１の音声デコーダ１１１は、ワンセグメント放送の番組、すなわち第１の番組の音声
ストリームをデコードし、再生されたディジタル音声信号を出力する。第２の音声デコー
ダ１１２は、フルセグメント放送の番組、すなわち第２の番組の音声ストリームをデコー
ドし、再生されたディジタル音声信号を出力する。第１の映像デコーダ１１３は、ワンセ
グメント放送の番組の映像ストリームをデコードし、第２の映像デコーダ１１４は、フル
セグメント放送の番組の映像ストリームをデコードし、それぞれ映像信号を出力する。デ
ータデコーダ１１５は、データストリームをデコードし、その結果を制御部１２２へ出力
する。
【００２３】
　音声切替処理部１１６は、制御部１２２からの制御信号Ｓに応じて第１の番組または第
２の番組の音声信号を選択し、映像切替処理部１１７は、第１の番組または第２の番組の
映像信号を選択する。
【００２４】
　Ｄ／Ａコンバータ１１８は、音声切替処理部１１６から出力された音声信号をアナログ
音声信号に変換し、スピーカ１１９がこれを出力する。描画処理部１２０は、映像切替処
理部１１７から出力された映像信号をディスプレイ１２１の表示サイズに適合するように
スケーリング処理等を行い、ディスプレイがこれを出力する。入力部１２３は、マウス、
キーボード、タッチパネル等のユーザ入力インターフェースを提供し、入力された情報が
制御部１２２へ出力される。
【００２５】
　図４は、音声切替処理部１１６の内部構成を示すブロック図である。音声切替処理部１
１６は、第１および第２の音声デコーダ１１１、１１２からの音声信号Ｌ１、Ｌ２を蓄積
可能なワンセグメント用音声出力バッファ２００およびフルセグメント用音声出力バッフ
ァ２１０と、音声出力バッファ２００、２１０から出力される音声信号Ｌ１、Ｌ２のいず
れかを出力する音声選択部２２０と、制御信号Ｓに基づき音声出力バッファ２００、２１
０を制御するバッファ制御部２３０とを有している。
【００２６】
　音声出力バッファ２００、２１０は、好ましくはクロック信号に同期してデータの読み
書きが可能なＤＲＡＭまたはＳＲＡＭを用いることができる。バッファ制御部２３０は、
制御部１２２からの制御信号Ｓに基づき、音声出力バッファ２００、２１０に対し、信号
バスＳ２を介してリード／ライト信号、クロック信号、アドレス信号、イネーブル信号等
を供給する。イネーブル信号は、音声出力バッファ２００、２１０の動作を許可し、イネ
ーブル期間中のみ音声信号を蓄積させるようにすることが可能である。さらに本実施例の
バッファ制御部２３０は、ワンセグメント放送からフルセグメント放送への番組の切替え
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を行う際に、再生時間差Ｄに応じて、フルセグメント放送の音声信号を音声出力バッファ
に記憶させ、ワンセグメント放送の音声信号が出力された後、フルセグメント放送の音声
信号が倍速で音声出力されるように音声出力バッファ２１０を制御する。
【００２７】
　図５は、音声切替処理部の動作を示すタイミングチャートである。時間期間Ｔ１ないし
Ｔ３では、受信感度が悪く、時間期間Ｔ４ないしＴ６で受信感度は良好であるとする。時
間期間Ｔ１において、ワンセグメント放送の番組に切替えられると、再生時間差Ｄのため
に時間期間Ｔ２でワンセグメント放送のＴＳデータ１が音声出力バッファ２００から読み
出され、音声出力される。引き続き、ワンセグメント放送のＴＳデータ２、３が時間期間
Ｔ３、Ｔ４で出力される。
【００２８】
　時間期間Ｔ４において受信感度が良好と判定されると、再生時間差Ｄを考慮して時間期
間Ｔ５においてフルセグメント放送への切替えを指示する制御信号Ｓが音声選択部２２０
に供給される。音声選択部２２０は、制御信号Ｓに応答して音声出力バッファ２１０から
の音声信号が出力されるように入力を切替える。これと同期して、バッファ制御部２３０
は、ＴＳデータ４、５を読み出すアドレス信号を音声出力バッファ２１０に供給し、かつ
ＴＳデータ４、５を読み出すときのクロック信号の周波数を例えば１．２倍に変更する。
このクロック信号の周波数を可変する期間は、再生時間差Ｄにほぼ等しくすることが望ま
しく、これにより、時間期間Ｔ５において、フルセグメント放送のＴＳデータ４、５の音
声が倍速で出力され、再生時間差ＤによりＴＳデータ４の音飛びまたは音切れが防止され
る。そして、時間期間Ｔ６において、ＴＳデータ６の音声信号が出力され、再生時間差Ｄ
が解消される
【００２９】
　次に、本実施例における番組の切替え動作について図６のフローチャートを参照して説
明する。始めに、ユーザによって所望のチャンネルが選択され、チャンネルの第２の番組
、すなわちフルセグメントの番組の音声信号および映像信号がスピーカ１１９およびディ
スプレイ１２１から出力されているものとする（ステップＳ１０１）。
【００３０】
　誤り訂正部１０９は、選択されたチャンネルのＴＳデータの誤り率を算出し、誤り率を
示す信号ＢＥＲを制御部１２２へ出力する。制御部１２２は、誤り率と閾値とを比較し、
誤り率が閾値以下であるか否かを判定する（ステップＳ１０２）。誤り率が閾値以下であ
れば、受信感度は良好であり、フルセグメント放送の番組が出力され続ける。他方、誤り
率が閾値を越えると、制御部１２２は、受信感度が悪化したと判定し、ワンセグメント放
送の番組への切替えを指示する制御信号Ｓを音声切替処理部１１６および映像切替処理部
１１７に出力する（ステップＳ１０３）。
【００３１】
　制御信号Ｓに応答して、音声切替処理部１１６の音声選択部２２０は、音声信号の入力
を切替え、第２の音声デコーダ１１２からの音声信号Ｌ２の出力を停止し、第１の音声デ
コーダ１１１からの音声信号Ｌ１を出力する。音声選択部２２０から出力された音声信号
Ｌ１は、Ｄ／Ａコンバータ１１８によりアナログ音声信号に変換され、スピーカ１１９か
らワンセグメント放送の音声が出力される。同様に、映像切替処理部１１７は、ワンセグ
メント放送の映像信号を選択し、ディスプレイ１２１には、ワンセグメント放送の映像が
表示される（ステップＳ１０４）。
【００３２】
　制御部１２２は、選択されたチャンネルのＴＳデータの誤り率を監視し（ステップＳ１
０５）、誤り率が閾値を超えていればワンセグメント放送の番組が出力され続ける。他方
、誤り率が閾値以下になれば、制御部１２２は、受信感度が良好に遷移したと判定し、フ
ルセグメント放送の番組への切替えを指示する制御信号Ｓを音声切替処理部１１６および
映像切替処理部１１７に出力する（ステップＳ１０６）。音声選択部２２０は、制御信号
Ｓに応答して出力する音声信号の入力を切替える。また、バッファ制御部２３０は、一定
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ント放送の音声信号を通常よりも高速のクロック信号で音声出力バッファ２１０から読出
させ、音声が倍速（例えば、１．２倍）で出力される（ステップＳ１０７）。これにより
、ワンセグメント放送からフルセグメント放送への番組の切替えを行ったときに、再生時
間差Ｄによる音飛びまたは音切れを防止することができる。
【００３３】
　以上、本発明の好ましい実施の形態について詳述したが、本発明は、特定の実施形態に
限定されるものではなく、特許請求の範囲に記載された本発明の要旨の範囲内において、
種々の変形・変更が可能である。
【００３４】
　例えば、上記実施例では、バッファ制御部２３０が音声信号を倍速で読み出すためのク
ロック信号を音声出力バッファに供給するようにしたが、図４（ｂ）に示すように、ＰＬ
ＬまたはＤＬＬを用いたクロック発生部２４０から音声出力バッファ２００、２１０に所
望の周波数のクロック信号CLKOUT1,CLKOUT2を供給するようにしてもよい。
【００３５】
　また、上記実施例では、第１および第２の音声デコーダ１１１、１１２からの音声信号
Ｌ１、Ｌ２を音声切替処理部１１６に供給し、そこで音声信号Ｌ１、Ｌ２を選択するよう
にしたが、これ以外にも、図７に示すように、第１および第２の音声デコーダ１１１、１
１２は、制御信号Ｓに応じて動作または非動作となるように構成されてもよい。例えば、
ワンセグメント放送に切替える場合には、第１の音声デコーダ１１１を動作させ、第２の
音声デコーダ１１２の動作を停止させ、フルセグメント放送に切替える場合には、その反
対の動作を行わせる。この場合、音声切替処理部１１６は、図４に示すような音声選択部
２２０を必ずしも要さない。
【符号の説明】
【００３６】
１００：地上ディジタルテレビ受信装置　　　１０９：誤り訂正部
１１０：デマルチプレクサ　　　　　　　　　１１１：第１の音声デコーダ
１１２：第２の音声デコーダ　　　　　　　　１１３：第１の映像デコーダ
１１４：第２の映像デコーダ　　　　　　　　１１６：音声切替処理部
１１７：映像切替処理部　　　　　　　　　　１２２：制御部
２００、２１０：音声出力バッファ　　　　　２２０：音声選択部
２３０：バッファ制御部
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